
オ
ン
ラ
イ
ン
版

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

宋
版
一
二
七
部 

元
版
一
三
一
部 

　全
二
五
八
部
を
一
挙
に
展
観 

天
下
の
至
宝 

̶ 
陸
心
源
遺
書



天
下
の
至
宝
の
マ
イ
ク
ロ
化
を
慶
ぶ

	

関
西
大
学 　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
慶
市

　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
宋
元
版
は
中
国
学
、東
洋
学
の
み
な
ら
ず
他
の

学
問
領
域
か
ら
も
珍
重
さ
れ
て
き
た
、ま
さ
に
天
下
の
至
宝
と
呼
ぶ
べ

き
人
類
の
知
の
遺
産
で
あ
る
。
こ
の
度
、そ
の
宋
版（
金
版
一
部
を
含
む
）

一
二
七
部
二
、六
二
九
冊
と
元
版
一
三
一
部
二
、五
五
三
冊
、総
計
二
五
八

部
五
、一
八
二
冊
が
マ
イ
ク
ロ
版
と
し
て
蘇
っ
た
こ
と
は
中
国
学
を
専
門

と
す
る
も
の
の
一
人
と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

こ
の
二
五
八
部
五
、一
八
二
冊
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
稀
覯
本
で
あ
り
、天

下
の
孤
本
と
称
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
く
東
ア
ジ
ア
屈
指
の
も
の
で
あ

り
、現
存
す
る
最
古
の
版
本
や
、周
禮
、爾
雅
疏
、唐
書
、説
文
解
字
、廣
韻
、

歴
代
故
事
、外
台
秘
要
方
、白
氏
六
帖
事
類
集
な
ど
一
八
部
の
重
要
文
化
財

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実
際
に
静
嘉
堂
文
庫
に
ま
で
赴
い
て
閲
覧

す
る
と
な
れ
ば
、相
当
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、そ
れ
に
そ
れ
相
応
の
手
続

き
も
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
、こ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
刊
行
に
よ
っ

て
、い
と
も
簡
単
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
研
究
者
に
と
っ
て

こ
れ
以
上
の
便
宜
は
な
い
。

　

静
嘉
堂
文
庫
の
宋
元
版
本
の
多
く
は
、清
朝
末
期
の
蔵
書
家
で
あ
る
陸

心
源
の
遺
書
で
あ
る
が
、陸
心
源
の
旧
蔵
書
四
万
五
千
冊
こ
そ
静
嘉
堂
文

庫
の
中
心
を
為
す
も
の
で
あ
り
、創
設
者
岩
崎
彌
之
助
の
東
洋
固
有
の
文

化
財
を
愛
惜
し
そ
の
散
逸
を
防
ぐ
と
い
う
意
志
が
そ
こ
に
は
現
れ
て
い
る
。

そ
の
岩
崎
の
意
志
を
継
承
す
べ
く
、今
回
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
刊
行

に
踏
み
切
っ
た
そ
の
英
断
に
対
し
て
、心
か
ら
の
拍
手
と
感
謝
の
気
持
ち

を
送
り
た
い
と
思
う
。
ま
こ
と
、後
世
に
伝
え
る
べ
き「
知
の
遺
産
」が
保

た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、斯
界
に
裨
益
す
る
こ
と
大

で
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
宝
を
守
る
義
挙

	

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授　

大
木
　
康

　

静
嘉
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
漢
籍
、と
り
わ
け
陸
心
源
旧
蔵
の
漢
籍
は
、	

宋そ
う

楼ろ
う

の
名
に
背
か
ず
、宋
元
版
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
貴
重
な
書
物

を
擁
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
世
界
の
宝
と
も
い
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
陸
心
源
旧
蔵
書
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、宋
元
版
と
い
う
書
物

の
貴
重
さ
ば
か
り
で
は
な
く
、そ
れ
ら
書
物
の
来
歴
の
正
し
さ
に
も
求
め
ら

れ
る
。

　

書
物
の
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
は
、書
物
に
捺
さ
れ
た
印
記
に
よ
っ
て
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ん
の
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、南
宋
初
期
の
刊
本

で
あ
る
唐
の
詩
人
王
維
の
詩
集『
王
右
丞
集
』。
そ
こ
に
は
、徐
乾
学（
乾
学

之
印
）、揆
敘（
謙
牧
堂
書
画
記
）、季
振
宜（
季
振
宜
蔵
書
ほ
か
）、黄
丕
烈（
黄

丕
烈
印
ほ
か
）、顧
千
里（
顧
千
里
経
眼
）、汪
士
鐘（
汪
士
鐘
印
）な
ど
の
印

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、清
朝
一
代
を
通
じ
て
名
だ
た

る
蔵
書
家
・
目
録
学
者
た
ち
で
あ
り
、そ
の
彼
ら
が
い
ず
れ
も
こ
の
書
物
を

手
に
取
っ
て
み
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
陸
心
源
旧
蔵
書
に
は
、

ほ
か
に
も
明
代
の
文
徴
明
、項
元

、ま
た
清
代
の
銭
謙
益
、毛
晋
、朱
彝
尊
、

張
金
吾
な
ど
、錚
々
た
る
人
々
の
旧
蔵
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宋
元
版

と
い
う
古
さ
に
加
え
、書
物
が
経
て
き
た
歴
史
が
ま
た
貴
重
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、数
百
年
、あ
る
い
は
千
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
る

人
々
の
愛
着
と
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
結
果
、こ
の
書
物
が
現
在
こ

の
世
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
貴
重
な
書
物
に
、わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
お
い

て
損
傷
を
加
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
書
物
を
愛
す
る
。
だ
が
一
方
で
、書
物
は
人
が
手
に
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
確
実
に
傷
む
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
て
く
れ
る
の
が
、複
製
の

技
術
で
あ
る
。
書
物
の
内
容
の
問
題
は
、複
製
本
に
よ
っ
て
、か
な
り
の
場

合
解
決
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
に
つ
き
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
雄
松
堂
書
店
が
、漢
籍
宋
元
版
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
出
さ
れ
る
こ
と
は
、書
物
の
閲
覧
を
容
易
に
す
る

意
味
に
お
い
て
も
、ま
た
書
物
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
意
味
に
お
い
て
も
、

き
わ
め
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
世
界
の
宝
を
守
る
義
挙
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

外
国
語
学
部
教
授

図　

書　

館　

長

64
外
台
秘
要
方
　
南
宋
時
代
（
重
文
）

24
呉
書
　
南
宋
時
代
（
重
文
）

75
白
氏
六
帖
事
類
集　

北
宋
時
代
（
重
文
）

掲載内容は、マイクロフィルム版刊行当時のものです。



中
国
古
版
の
標
本
た
る
べ
き
書
物
群

	

京
都
大
学
名
誉
教
授　

高
田
時
雄

　

静
嘉
堂
文
庫
の
宋
元
古
版
は
も
と
帰
安（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）の
陸

心
源
が
蒐
集
し
、そ
の
蔵
書
楼
た
る

宋
楼
の
珍
蔵
で
あ
っ
た
が
、明
治

四
十
年（
一
九
〇
七
）三
菱
財
閥
の
第
二
代
総
帥
岩
崎
彌
之
助
に
よ
っ
て
一

括
購
入
さ
れ
、日
本
に
齎
さ
れ
た
。
杭
州
の
丁
氏
八
千
巻
楼
、常
熟
の
瞿
氏

鉄
琴
銅
剣
楼
、山
東
聊
城
の
楊
氏
海
源
閣
と
並
ん
で
、清
末
の
四
大
蔵
書
楼

と
称
さ
れ
た
陸
氏
の

宋
楼
は
、そ
の
名
の
如
く
、
す
な
わ
ち
二
百
部

の
宋
版
を
含
む
こ
と
で
、天
下
に
そ
の
名
が
轟
い
て
い
た
。
し
か
る
に
陸

心
源
の
死
後
、そ
の
蔵
書
が
挙
げ
て
日
本
の
有
に
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
は
、当
時
の
中
国
文
化
界
に
巨
大
な
衝
撃
を
与
え
た
も
の
で
、一
個

の
社
会
的
事
件
と
し
て
ひ
と
し
き
り
喧
伝
さ
れ
た
。
近
代
以
降
、多
数
の

宋
元
古
槧
を
含
む
善
本
が
中
国
か
ら
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
が
、岩
崎
氏
に

よ
る

宋
楼
の
購
得
ほ
ど
社
会
の
耳
目
を
集
め
た
出
来
事
は
ま
ず
な
い
と

言
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
社
会
的
事
件
と
し
て
重
大
で
あ
る
ば
か
り
で
は

な
い
。
宋
楼
の
宋
元
版
は
江
浙
の
諸
名
家
に
伝
存
し
た
、来
歴
の
明
か

な
善
本
で
あ
っ
て
、海
内
の
孤
本
も
少
な
か
ら
ず
、す
べ
て
中
国
古
版
の
標

本
た
る
べ
き
書
物
群
で
あ
る
。
日
本
に
は
五
山
の
禅
僧
が
宋
元
の
同
時
代

に
舶
載
し
た
古
版
も
今
日
ま
で
遺
存
す
る
ほ
か
、幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
や

昌
平
黌
の
蔵
書
の
精
華
が
今
日
宮
内
庁
書
陵
部
の
蔵
書
と
し
て
伝
わ
っ
て

い
る
か
ら
、静
嘉
堂
文
庫
以
外
に
も
日
本
国
内
に
所
蔵
さ
れ
る
宋
元
版
は

決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
静
嘉
堂
文
庫
の
宋
元
版
の
数
量
は
、お

そ
ら
く
一
個
の
図
書
館
の
収
蔵
と
し
て
、明
治
以
前
か
ら
国
内
に
伝
存
す

る
宋
元
版
の
総
量
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
全
貌
の
公
開
は
長
く

日
中
学
界
の
鶴
首
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
静
嘉
堂
創
設
百
周
年
記
念
の

『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
録
』が
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、容
易
に
そ
の
書

影
に
接
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
し
か
し
今
回
、『
宋
元
版
圖
録
』収
録
分
に

増
補
を
加
え
、宋
版
一
二
七
部
、元
版
一
三
一
部
、総
計
二
五
八
部
の
全
冊

を
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、画

期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、実
に
学
界
の
盛
事
と
い
え
よ
う
。

中
国
古
典
籍
の
名
宝

　
　

宋
時
代
・
元
時
代
出
版
書
の
全
貌

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授　

高
橋
　
智

　

世
界
に
先
駆
け
て
印
刷
文
化
を
成
熟
さ
せ
た
中
国
が
最
も
誇
る
文
物
こ

そ
宋
版
で
あ
り
、そ
し
て
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
が
元
版
で
あ
る
。
中
国
で
は
、

一
点
の
宋
版
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
図
書
館
は
名
館
と
な
る
。

清
朝
の
蔵
書
家
は
、一
点
の
宋
版
を
所
蔵
し
な
く
て
も
、蔵
書
目
録
作
製
の

際
に
は
、借
り
て
来
て
で
も
目
録
に
宋
版
を
載
せ
た
か
っ
た
。「
百
宋
一
廛
」

と
百
の
宋
版
を
集
め
て
誇
る
蔵
書
家
、「
千
元
十
駕
」と
そ
れ
に
対
抗
す
る
に

は
千
の
元
版
を
、と
誇
る
蔵
書
家
、皆
、目
指
す
と
こ
ろ
は
宋
版
で
あ
っ
た
。

　

清
末
の
四
大
蔵
書
家
の
一
人
、浙
江
の
陸
心
源（
一
八
三
四
～
一
八
九
四
）

は
、上
海
の
郁
氏
宜
稼
堂
の
書
が
散
じ
る
と
聞
く
や
、す
ぐ
さ
ま
飛
ん
で
い
っ

た
が
、広
東
の
丁
日
昌（
一
八
二
三
～
一
八
八
二
、書
斎
号
は
持
静
斎
）に
先

を
越
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
陸
氏
の
宋
元
版
収
集
は
拍

車
が
か
か
り
、遂
に
宋
版
二
百
点
を
収
集
し
た
と
い
う
意
味
で
、書
庫
を

宋
楼
と
号
し
た
。
持
静
斎
は
後
に
散
じ
た
が
、
宋
楼
は
今
に
岡
本
の
静
嘉

堂
書
庫
に
健
在
で
あ
る
。

　

写
本
か
ら
刊
本
へ
と
移
り
変
わ
る
変
革
の
象
徴
で
あ
る
宋
版
は
、古
典

籍
の
テ
キ
ス
ト
源
流
研
究
や
、印
刷
史
の
貴
重
な
軌
跡
と
し
て
の
研
究
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、な
お
原
本
で
の
閲
覧
は
叶
わ

な
く
と
も
、複
製
に
よ
っ
て
一
点
一
点
丁
寧
に
頁
を
繰
っ
て
い
く
と
、そ
こ

に
得
も
言
わ
れ
ぬ
奥
深
い
文
化
史
、中
国
お
よ
び
中
国
人
の
原
点
と
で
も

言
う
べ
き
も
の
を
感
じ
取
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
国
で
は
、今
、国
家
事
業
と
し
て
、「
中
華
再
造
善
本
」を
出
版
、宋
・
元

の
善
本
は
も
と
よ
り
明
・
清
・
他
民
族
の
善
本
を
複
製
し
、研
究
そ
の
他
に

供
し
て
い
る
。
宋
楼
宋
元
版
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
全
貌
公
開

は
、こ
れ
に
類
す
る
大
事
業
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
世
界
に
現
存
す

る
一
千
部
を
超
え
る
宋
版
の
う
ち
の
、珠
玉
の
部
分
に
あ
た
る
静
嘉
堂
所

蔵
本
は
、東
ア
ジ
ア
の
研
究
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
幹
資
料

で
あ
り
、主
た
る
研
究
機
関
で
の
常
備
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。（

掲
載
は
五
十
音
順
）

101
南
華
真
経
注
疏　

南
宋
時
代
（
重
文
）

119
三
蘇
先
生
文
粋
　
南
宋
時
代
（
重
文
）

105
王
右
丞
文
集
　
南
宋
時
代
（
重
文
）



静
嘉
堂
文
庫
に
つ
い
て

　

静
嘉
堂
は
、
岩
﨑
彌
之
助
（
一
八
五
一
～
一
九
〇
八　

彌

太
郎
の
弟
、
三
菱
第
二
代
社
長
）
と
小
彌
太
（
一
八
七
九
～

一
九
四
五　

三
菱
第
四
代
社
長
）
の
父
子
二
代
に
よ
っ
て
設

立
、
拡
充
さ
れ
、
現
在
、
国
宝
七
点
、
重
要
文
化
財
八
十
三

点
を
含
む
、お
よ
そ
二
十
万
冊
の
古
典
籍
（
漢
籍
十
二
万
冊
・

和
書
八
万
冊
）
と
六
千
五
百
点
の
東
洋
古
美
術
品
を
収
蔵
し

て
い
る
。
図
書
を
収
蔵
す
る
静
嘉
堂
文
庫
と
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
に
開
館
し
た
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
か
ら
成
る
。

　

岩
﨑
彌
之
助
は
、
明
治
期
の
西
欧
文
化
偏
重
の
世
相
の
中

で
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
東
洋
固
有
の
文
化
財
を
愛
惜

し
、
そ
の
散
亡
を
怖
れ
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
前

後
か
ら
本
格
的
に
古
美
術
品
の
蒐
集
を
始
め
た
。
ま
た
明
治

二
十
五
年
に
は
、
学
問
の
師
で
あ
る
歴
史
学
者
重
野
成
斎

（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）
の
修
史
事
業
を
援
助
す
る
た
め

に
自
邸
の
傍
ら
に
文
庫
を
設
け
、
重
野
を
文
庫
長
に
迎
え
、

史
料
と
な
る
古
典
籍
の
継
続
的
な
購
入
を
開
始
し
た
。
こ
れ

が
静
嘉
堂
文
庫
の
始
ま
り
と
な
る
。
次
い
で
、
小
彌
太
の

請
に
よ
り
諸
橋
轍
次
（
一
八
八
三
～
一
九
八
二
）
が
文
庫

長
に
就
任
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
財
団
法
人
を
設

立
し
て
研
究
者
へ
の
公
開
を
開
始
し
た
。
戦
後
の
一
時
期
、

国
会
図
書
館
支
部
と
し
て
公
開
事
業
を
継
続
し
た
が
、
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）、
財
団
に
復
帰
。
平
成
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
）
に
は
公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
た
。

岩
﨑
彌
之
助

岩
﨑
小
彌
太

　

唐
滅
亡
後
初
の
統
一
王
朝「
宋
」（
九
六
〇
～
一
二
七
九
）に
、ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。
欧
陽
脩
、

王
安
石
、蘇
軾
、黄
庭
堅
な
ど
後
世
に
名
を
遺
す
多
く
の
偉
大
な
政
治
家
、文
人
た
ち
が
活
躍
し
、新
し
い
学
問
、文
化

が
生
み
出
さ
れ
た
宋
時
代
。
殊
に
印
刷
の
歴
史
の
中
で「
宋
」の
名
は
特
別
な
重
み
を
も
っ
て
い
る
。
唐
代
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
木
版
印
刷
が
、香
り
高
い
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
の
が
こ
の
宋
代
で
あ
っ
た
。
特
に
国
子
監
な
ど
の
公

的
機
関
で
刊
行
さ
れ
た
書
籍
は
厳
密
な
校
訂
を
経
た
正
確
な
内
容
を
持
ち
、彫
り
・
摺
り
共
に
技
術
の
粋
を
集
め
た
も

の
が
多
い
。
清
新
の
気
溢
れ
る
宋
文
化
を
支
え
た
の
は
こ
の
宋
版
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
宋
の
後
を

継
い
だ
元
朝
で
も
書
院
や
路
儒
学
、家
塾
の
発
達
な
ど
に
よ
り
印
刷
は
隆
盛
を
極
め
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
宋
版
・
元
版

が
我
が
国
の
学
問
・
思
想
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
漢
籍
の
中
で
最
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、清
朝
末
期
四
大
蔵
書
家
の
一
人
、陸
心
源

（
一
八
三
四
～
九
四
）の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
帰
安（
浙
江
省
呉
興
県
）出
身
の
陸
心
源
は
武
人
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
学

問
を
好
み
、多
く
の
貴
重
書
を
蒐
集
し
た
。
没
後
、清
朝
末
期
の
大
動
乱
の
中
で
、蔵
書
の
維
持
管
理
が
困
難
と
な
っ

た
子
息
た
ち
よ
り
日
本
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
売
却
の
打
診
が
あ
り
、明
治
四
〇
年（
一
九
〇
七
）、静
嘉
堂
文
庫
の
創
設

者
岩
﨑
彌
之
助（
三
菱
第
二
代
社
長
、一
八
五
一
～
一
九
〇
八
）が
購
収
。
約
四
四
、〇
〇
〇
冊
の
陸
心
源
旧
蔵
書
が
文

庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
そ
し
て
宋
元
版
約
五
、〇
〇
〇
冊
の
大
半
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

静
嘉
堂
で
は
学
会
の
要
望
に
応
え
、『
静
嘉
堂
秘
籍
志
』（
大
正
六
年〈
一
九
一
七
〉）、『
静
嘉
堂
宋
本
書
影
』（
昭
和
八
年

〈
一
九
三
三
〉）を
刊
行
。
ま
た
平
成
四
年（
一
九
九
二
）、文
庫
創
設
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
作
成
し
た『
静
嘉
堂
文

庫
宋
元
版
圖
録（
解
題
篇
・
圖
版
篇
）』（
汲
古
書
院
製
作
）に
は
、宋
元
版
全
点
の
書
誌
的
情
報
を
掲
載
し
た
。

　

現
在
、宋
元
版
の
閲
覧
は
文
庫
内
で
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
原
本
保
護
の
た
め
の
や

む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
が
、こ
の
度
、文
庫
所
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
出
版
事
業
を
永
年
に
亘
り
担
当
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
雄
松
堂
書
店
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も
と
、宋
元
版
全
点
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
出
版
に
踏
み

切
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ひ
と
り
漢
字
文
化
圏
の
み
な
ら
ず
世
界
の
学
術
・
思
想
界
に
お
い
て
掛
替
え
の
な
い
宝
で
あ
る

こ
れ
ら
の
書
物
が
、今
後
十
二
分
に
活
用
さ
れ
、斯
界
に
新
た
な
光
を
灯
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。

静
嘉
堂
文
庫

掲載内容は、マイクロフィルム版刊行当時のものです。
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